
（８）�広報� No.674　平成19年1月10日�（３）� No.674　平成19年1月10日�広報�

※１人当たりの助成額は、それぞれの決算額を年度末の人口で除した額�

市
政
の
執
行
状
況�
市
政
の
執
行
状
況�

　
平
成
１８
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
１２
月
１
日
か
ら
１２
月
２０
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
多
田

市
長
が
開
会
初
日
に
、
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
内
容
を
「
市
民
が
主
役
　
い
き
い
き 

や
し
お
」
の
実
現
を
目
指
す
、
市
基
本
構
想
の

分
類
に
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

新
時
代
を
支
え
る�

都
市
の
形
成�

�

▼
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並
び
に
誘
致

期
成
同
盟
会
で
は
、
１１
月
１
日
に
千
葉
県

知
事
、
１１
月
２９
日
に
は
埼
玉
県
知
事
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
活
動
を
実
施
。�

▼
道
路
環
境
の
向
上
の
た
め
、
鶴
ケ
曽
根

地
内
の
道
路
改
良
工
事
、
八
潮
六
丁
目
地

内
の
歩
道
段
差
解
消
工
事
お
よ
び
大
曽
根

地
内
の
歩
道
整
備
工
事
を
発
注
。�

▼
効
果
的
な
内
水
排
除
を
図
る
た
め
、
中

馬
場
お
よ
び
古
新
田
排
水
機
場
の
設
備
修

繕
を
発
注
。�

▼
流
下
能
力
の
確
保
と
生
活
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、鶴
ケ
曽
根
地
内
の
水
路
改
修

工
事
お
よ
び
水
路
整
備
工
事
を
発
注
。�

▼
大
曽
根
地
内
等
に
お
い
て
、汚
水
管
渠
築

造
工
事
を
、南
部
地
区
に
お
い
て
、汚
水
お

よ
び
雨
水
管
渠
築
造
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
発

注
。�

▼
大
原
団
地
お
よ
び
中
馬
場
住
宅
の
空
家
、

各
１
戸
の
入
居
者
を
募
集
。�

▼
１０
月
に
お
け
る
八
潮
駅
の
１
日
の
平
均

乗
車
人
員
は
９
３
０
０
人
で
、つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
全
体
で
も
１９
万
人
を
超
え
順
調

に
利
用
者
が
増
加
。�

▼
１１
月
７
日
、
市
議
会
議
長
と
と
も
に
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
八
潮
駅
へ
の
快
速

電
車
の
停
車
な
ど
に
つ
い
て
、首
都
圏
新
都

市
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
要
望
。�

▼
八
潮
南
部
３
地
区
の
仮
換
地
指
定
率
は
、

１０
月
末
現
在
、
埼
玉
県
施
行
の
西
地
区
が

９２
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、都
市
再
生
機
構
が
施

行
の
中
央
地
区
が
５３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、

市
施
行
の
東
地
区
が
６５
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
。�

▼
９
月
４
日
、高
度
地
区
の
指
定
に
向
け
た

都
市
計
画
原
案
に
対
す
る
３
回
目
の
説
明

公
聴
会
を
開
催
し
、
１２
月
１
日
か
ら
都
市

計
画
案
の
縦
覧
を
開
始
。�

▼
９
月
２９
日
か
ら
１０
月
１３
日
ま
で
生
産
緑

地
地
区
変
更
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
実

施
。�

▼
１１
月
７
日
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

を
開
催
し
、良
好
な
街
並
み
景
観
を
誘
導
し

て
い
く
た
め
、色
彩
・
形
態
意
匠
等
の
基
準

を
定
め
る
「
景
観
計
画
」
に
つ
い
て
意
見
等

を
い
た
だ
き
、「
原
案
」
を
ま
と
め
る
。�

▼
１０
月
末
現
在
で
１
２
０
件
の
開
発
行
為

許
可
申
請
等
が
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

増
加
傾
向
。�

▼
稲
荷
伊
草
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

お
い
て
、
橋
り
ょ
う
整
備
工
事
を
発
注
。�

▼
鶴
ヶ
曽
根
・
二
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
い
て
、
街
路
築
造
お
よ
び
舗
装
新
設

工
事
、
街
路
維
持
工
事
を
発
注
。�

▼
大
瀬
古
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

い
て
、
物
件
調
査
業
務
委
託
、管
渠
実
施

お
よ
び
測
量
設
計
業
務
委
託
、事
業
計
画
等

変
更
図
書
作
成
業
務
委
託
、街
路
築
造
お
よ

び
舗
装
新
設
工
事
、排
水
施
設
築
造
工
事
を

発
注
。�

▼
西
袋
上
馬
場
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

い
て
、
物
件
調
査
業
務
委
託
、実
施
計
画

変
更
図
書
作
成
業
務
委
託
を
発
注
。�

▼
上
水
道
事
業
の
４
月
か
ら
１０
月
末
に
お

け
る
有
収
水
量
は
、約
６
０
９
万
立
方
メ
ー

ト
ル
で
、前
年
同
期
と
比
較
し
て
約
１
万
２

千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
減
少
。�

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
１０
月
末
現
在
、

約
１１
億
３
４
９
９
万
円
で
、
前
年
同
期
よ

り
約
１
億
６
０
５
万
円
の
増
加
。�

▼
上
水
道
事
業
に
お
い
て
、
安
全
性
の
高

い
水
道
施
設
と
し
て
維
持
管
理
を
図
る
た

め
、中
央
浄
水
場
非
常
用
発
電
機
室
石
綿

除
去
工
事
を
始
め
、第
一
ポ
ン
プ
棟
屋
根
防

水
工
事
、南
部
配
水
場
外
構
移
設
工
事
、漏

水
調
査
業
務
委
託
な
ど
を
発
注
。�

　
ま
た
、
南
部
地
区
を
含
め
た
配
水
管
新

設
工
事
を
６
件
、
移
設
お
よ
び
布
設
替
工

事
を
８
件
、
舗
装
復
旧
工
事
を
１
件
、
工

事
施
工
監
理
業
務
委
託
を
６
件
発
注
。�

��

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な�

生
活
環
境
の
形
成�
�

▼
１１
月
１６
日
・
１７
日
の
両
日
、
八
潮
市
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

外
部
審
査
機
関
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
定
期
審
査
を
受
審
。�

▼
１１
月
１９
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
「
第

２
回
八
潮
市
環
境
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、

積
極
的
な
環
境
保
全
活
動
等
を
行
っ
て
い

る
団
体
等
の
活
動
状
況
の
報
告
と
と
も
に

「
や
し
お
環
境
賞
」
を
贈
呈
。�

▼
１０
月
１
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、「
第
１７
回
八
潮
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
」が
開
催
さ
れ
、約
１
２
０
０
人
が
来
場
。�

▼
９
月
２４
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
「
八
潮

市
・
草
加
市
交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
。

▼
１０
月
１２
日
、
中
央
公
園
を
会
場
に
各
地

域
で
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
る
自
主
防

犯
組
織
等
に
よ
る
防
犯
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。�

▼
「
国
民
保
護
に
関
す
る
八
潮
市
計
画
案
」

に
つ
い
て
、
１１
月
１４
日
付
け
で
埼
玉
県
と

の
協
議
が
終
了
し
、
正
式
に
決
定
。�

▼
１１
月
５
日
、
八
潮
中
学
校
で
消
防
団
特

別
点
検
を
実
施
し
、
人
員
、
服
装
、
規
律
、

機
械
器
具
等
の
点
検
な
ど
を
行
っ
た
後
、消

防
功
労
者
等
を
表
彰
。�

▼
８
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
火
災
発
生
件
数

は
８
件
で
、
１
月
か
ら
の
累
計
件
数
は
２４

件
と
な
り
、昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
総

数
で
４
件
減
少
。�

　
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は
、
８
月
か
ら

１０
月
ま
で
の
３
カ
月
間
で
７
８
９
件
、こ
の

う
ち
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
が
１
４
７
件
で
、

１
月
か
ら
の
累
計
件
数
は
２
６
９
０
件
と

な
り
、昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
総
数
で

４３
件
減
少
し
、
交
通
事
故
は
２８
件
減
少
。�

��

明
る
く
生
き
が
い
に�

み
ち
た
社
会
の
形
成�

�

▼
１１
月
５
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
に
お

い
て
、「
第
９
回
ふ
れ
あ
い
ど
ん
ぐ
り
こ

ま
ま
わ
し
大
会
」
を
開
催
。�

▼
１０
月
２８
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、
教
育
委

員
会
等
と
の
共
催
に
よ
り
、「
青
少
年
育
成

八
潮
市
民
講
演
会
・
家
庭
教
育
学
級
合
同
講

演
会
」を
開
催
し
、三
遊
亭
圓
遊
さ
ん
が
「
落

語
家
の
子
育
て
論
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。�

▼
１１
月
１８
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、「
平
成

１８
年
度
青
少
年
の
主
張
大
会
」
を
開
催
し
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
１９
人
が
発
表
。�

▼
９
月
２９
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た

５
人
の
方
の
ご
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
長

寿
の
お
祝
い
を
し
た
。
本
年
度
の
長
寿
祝

金
の
交
付
対
象
者
は
、
８
０
４
人
。�

▼
「
第
１５
回
や
し
お
市
民
ま
つ
り
」
が
、

１０
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
、
約
１０
万
人
が
来

場
。
ま
た
、
前
日
の
２１
日
に
は
、
市
民
ま

つ
り
の
一
環
と
し
て
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」

を
開
催
。�

�������������

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
で
、
１１
月

９
日
か
ら
１
月
２６
日
ま
で
の
予
定
で
、「
寿

大
学
」
を
開
校
。�

▼
児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、支
給
対
象

年
齢
が
従
来
の「
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前

ま
で
」か
ら
「
小
学
校
修
了
前
ま
で
」
に
拡

大
さ
れ
、所
得
要
件
も
緩
和
。こ
れ
に
伴
い
、

４
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に
１
７
９
１
人
分

の
児
童
手
当
の
申
請
を
受
理
。�

▼
１０
月
か
ら
、
相
談
支
援
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、移
動
支
援
事
業
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
障
害

者
自
立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
た
地
域
生
活

支
援
事
業
を
開
始
。�

▼
９
月
２６
日
、
障
害
福
祉
計
画
に
関
す
る

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、八
潮
市
障
害
福
祉

計
画
策
定
提
言
会
議
を
開
催
。�

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
１０
月
か

ら
被
保
険
者
ご
と
に
カ
ー
ド
化
し
、
９
月

２２
日
に
普
通
郵
便
お
よ
び
配
達
記
録
郵
便

に
よ
り
交
付
。�

��

活
気
あ
ふ
れ
る�

産
業
の
形
成�

�
▼「
八
潮
市
産
業
経
済
振
興
条
例
」に
基
づ

く
産
業
振
興
に
必
要
な
基
本
的
な
施
策
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
「
八
潮
市
産
業

経
済
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、関
係
団

体
等
へ
周
知
。�

��

明
日
の
八
潮
を
担
う�

人
づ
く
り
環
境
の
形
成�

�

▼
９
月
２６
日
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
が

開
催
さ
れ
、第
２
次
八
潮
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
。�

▼
八
潮
市
民
文
化
会
館
駅
前
分
館
は
、八
潮

メ
セ
ナ
と
同
様
に
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
る

よ
う
愛
称
を
「
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

と
し
た
。�

▼
１１
月
３０
日
、
八
條
中
学
校
並
び
に
八
幡

小
学
校
の
校
舎
お
よ
び
体
育
館
の
第
２
次

耐
震
診
断
結
果
報
告
書
を
提
出
。�

▼
家
庭
教
育
推
進
事
業
と
し
て
「
早
寝
、早

起
き
、朝
ご
は
ん
」
の
推
進
や
家
庭
教
育
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、保
育
所
、幼
稚
園
お
よ
び
小
中
学
校

を
通
し
て
各
家
庭
に
配
布
。�

　
ま
た
、
１０
月
２２
日
、
八
潮
市
民
ま
つ
り

の
「
子
ど
も
広
場
会
場
」
に
お
い
て
、来
場

者
か
ら「
親
か
ら
子
へ
、子
か
ら
親
へ
の
感

謝
の
手
紙
」と
い
う
テ
ー
マ
で
広
く
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
募
集
。�

▼
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
で
は
、
９
月

か
ら
１０
月
に
か
け
て
２７
の
講
座
を
開
講
し
、

３
２
８
人
の
方
が
受
講
。�

▼
１０
月
１１
日
に
市
職
員
、
１１
月
３０
日
に
は
、

市
お
よ
び
市
内
小
中
学
校
の
管
理
職
職
員

を
対
象
に
同
和
教
育
研
修
会
を
実
施
。�

　
ま
た
、
１１
月
２１
日
と
２４
日
に
は
、
八
潮

市
人
権
教
育
・
同
和
教
育
指
導
者
養
成
講

座
を
開
催
。�

▼
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
１０
月
２８
日
、

や
し
お
大
使
の
橘
ノ
圓
さ
ん
を
迎
え
、「
落

語
」
と
「
雑
話
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座

を
開
催
。�

▼
９
月
１４
日
か
ら
１７
日
ま
で
、
八
潮
メ
セ

ナ
で
「
第
２３
回
八
潮
市
美
術
展
覧
会
」
を
、

ま
た
、
１１
月
３
日
、
４
日
の
両
日
に
は
八

幡
公
民
館
、
八
潮
メ
セ
ナ
を
会
場
に
「
第

３２
回
八
潮
市
民
文
化
祭
」
を
開
催
。�

▼
１０
月
８
日
、
八
潮
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、「
第
３３
回
八
潮
市
民
体
育
祭
」
を

開
催
し
、
町
会
・
自
治
会
２８
チ
ー
ム
が
参

加
。�

▼
１１
月
１
日
か
ら
１２
月
３
日
ま
で
企
画
展

示
室
に
お
い
て
、郷
土
の
絵
本
作
家
で
あ
る
、

い
し
な
べ
ふ
さ
こ
さ
ん
の
「
童
画
展
」
を
開

催
。�

▼
１１
月
３
日
、
古
民
家
で
「
古
典
芸
能
の

集
い
」
を
開
催
。�

▼
９
月
２６
日
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
校
の
新

人
戦
兼
県
民
総
合
体
育
大
会
で
は
、団
体
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、陸
上
、水
泳
、ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
が
、個
人
で
は
陸
上
、水
泳
、柔

道
、剣
道
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
県
大
会
へ
出

場
。�

　
ま
た
、
１０
月
１１
日
に
行
わ
れ
た
「
第
５７

回
八
潮
市
小
学
校
陸
上
大
会
」
で
は
、
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
は
八
條
小
学
校
、
南
部
ブ
ロ

ッ
ク
は
大
原
小
学
校
が
総
合
優
勝
。�

▼
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
１０
月
３１

日
、第
１
回
八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
推
進
準

備
委
員
会
を
開
催
。�

▼
内
閣
府
に
お
い
て
、
１１
月
１６
日
付
け
で

八
潮
市
の
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
構
造

改
革
特
別
区
域
計
画
を
認
定
。�

��

市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的
な�

行
政
推
進
体
制
の
形
成�

�

▼
１０
月
６
日
、
生
涯
学
習
市
民
会
議
を
開

催
し
、「
第
３
次
八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
・

八
潮
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」に
お

け
る
平
成
１７
年
度
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
報
告
。�

▼
９
月
２８
日
に
伊
草
団
地
自
治
町
内
会
、

３０
日
に
は
高
木
町
会
に
お
い
て
、
市
長
と

ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
実
施
。�

▼
１０
月
１３
日
、「
行
政
相
談
週
間
」
の
一

環
と
し
て
、
法
律
相
談
を
始
め
、
税
理
士
・

行
政
・
人
権
擁
護
の
各
相
談
を
合
わ
せ
た
総

合
相
談
を
開
催
。�

▼
１０
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行

政
手
続
き
が
で
き
る
「
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
。�

■問
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

�
○内
３
２
８�

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

◆
一
般
書�

・「
御
隠
居
忍
法
　
亡
者
の
鐘
」�

高
橋
　
義
夫
　
著�

・「
見
て
わ
か
る
！
ク
ル
マ
洗
車
＆
磨
き�

　
完
全
ガ
イ
ド
」�

池
田
書
店
編
集
部
　
編�

・
「
パ
パ
マ
マ
つ
く
っ
て
！
か
わ
い
い
段

　
ボ
ー
ル
家
具
」�

石
倉
　
ヒ
ロ
ユ
キ
　
著�

・「
僕
僕
先
生
」�

仁
木
　
英
之
　
著�

◆
児
童
書�

・「
う
さ
ぎ
は
や
っ
ぱ
り
」�五

味
　
太
郎
　
作�

���������

・「
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
絵
事
典
」�

国
崎
　
信
江
　
　
　�

ｋ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
　
共
著�

・「
ア
ブ
さ
ん
と
ゴ
ン
ザ
レ
ス
」�

斉
藤
　
　
洋
　
作�

高
畠
　
那
生
　
絵�

・「
ポ
ポ
お
ば
さ
ん
と
こ
と
り
た
ち
」�

お
お
し
ま
　
り
え
　
作�

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ�

　
八
幡
・
八
條
図
書
館
　
１
月
３１
日
��

���

〜
基
礎
学
力
の
向
上
と
豊
か
な
心�

の
涵
養
を
目
指
す『
教
育
特
区
』〜�

　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
間
の
垣

根
を
越
え
、
義
務
教
育
９
年
間
に
わ
た
る

系
統
的
な
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
の
実
施

に
よ
り
、
基
礎
学
力
の
向
上
と
豊
か
な
心

の
涵
養
を
ね
ら
い
と
す
る
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。�

　
昨
年
７
月
５
日
、
臨
時
教
育
委
員
会
に

て
「
平
成
１９
年
度
か
ら
八
條
中
に
八
條
北

小
を
移
転
し
、
一
体
型
モ
デ
ル
校
を
設
置

す
る
と
い
う
当
初
の
計
画
を
見
直
し
、
構

造
改
革
特
別
区
域
（
教
育
特
区
）
計
画
を

申
請
し
て
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
決
議

し
ま
し
た
。
こ
の
教
育
特
区
は
、
学
習
指

導
要
領
の
基
準
に
よ
ら
な
い
、
市
独
自
の

教
育
課
程
（
教
科
や
授
業
時
間
）
を
編
成
・

実
施
で
き
る
も
の
で
す
。
八
潮
市
で
は
、

小
学
３
年
生
か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容
を

実
施
す
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
え
ら
べ
る
科�

・
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
る
国
語
、
算
数
・

数
学
や
、
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
や
習

熟
度
に
応
じ
た
学
習
（
例
…
食
育
科
、

情
報
科
な
ど
）
を
選
択
し
て
学
び
ま
す
。�

�

　
英
語
学
習�

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す

る
た
め
、
友
だ
ち
や
異
学
年
と
の
交
流

活
動
を
中
心
と
し
た
英
語
に
親
し
む
学

習
を
し
ま
す
。�

�

　
ふ
る
さ
と
科�

・
児
童
生
徒
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
心
豊

か
に
生
き
て
い
く
力
を
培
う
た
め
、
八

潮
市
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。（
例
…

「
未
来
の
八
潮
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

な
ど
）�

�

　
特
別
活
動�

・
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
た
め
、
小
中
学

生
等
が
企
画
運
営
す
る
交
流
活
動
を
行

い
ま
す
。�

【
備
考
】�

・
教
科
担
任
制
な
ど
、
指
導
体
制
に
つ
い

て
も
研
究
を
進
め
ま
す
。�

・
平
成
１９
年
度
か
ら
、
教
育
特
区
に
よ
る

教
育
課
程
の
段
階
的
な
導
入
に
向
け
て
、

数
校
に
小
中
一
貫
教
育
の
研
究
を
委
嘱

し
ま
す
。�

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
継
続
的
に
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。�

■問
指
導
課
�
○内
３
５
９�

子どもたちの健やかな成長のために― 乳幼児医療費制度 ―�

【
相
談
事
例
（
７０
歳
代
　
女
性
）】�

　
昨
日
、
一
人
暮
ら
し
の
私
の
家
に
販
売

員
が
や
っ
て
来
て
、
断
っ
た
の
に
上
が
り

込
ん
だ
。
検
査
だ
と
言
っ
て
コ
ッ
プ
に
水

道
水
を
入
れ
、
そ
れ
に
何
か
を
入
れ
て
、

「
こ
ん
な
に
汚
れ
て
い
る
」
と
茶
色
く
変

色
し
た
水
を
見
せ
た
。「
こ
ん
な
水
飲
ん

で
い
た
ら
死
ん
じ
ゃ
う
よ
」
と
言
わ
れ
不

安
に
な
り
、
浄
水
器
を
取
り
付
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
時
は
も
う
買
う
し
か
な

い
と
思
っ
た
が
、
後
か
ら
考
え
る
と
、
３０

万
円
と
高
額
な
の
で
契
約
を
や
め
た
い
。�

　
大
家
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、
集
金
の
時

に
立
ち
会
っ
て
交
渉
し
て
く
れ
る
と
い
う

が
、
こ
の
ま
ま
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。�

《
解
　
説
》�

　
こ
れ
は
「
実
験
商
法
」
ま
た
は
「
点
検

商
法
」
と
呼
ば
れ
る
悪
質
商
法
で
す
。「
無

料
で
点
検
し
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
言
っ

て
、
販
売
す
る
目
的
を
隠
し
て
訪
問
し
、

不
安
を
あ
お
っ
て
、
不
必
要
な
商
品
を
売

り
つ
け
た
り
、
強
引
に
工
事
の
契
約
を
さ

せ
た
り
し
ま
す
。�

　
事
例
は
浄
水
器
で
す
が
、
こ
の
他
「
水

道
管
無
料
点
検
」「
配
水
管
清
掃
サ
ー
ビ

ス
」「
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
点
検
」「
電
話
機

点
検
」「
消
火
器
点
検
」「
ミ
シ
ン
点
検
」

「
漏
電
検
査
」
な
ど
、
商
品
は
様
々
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場

合
は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
（
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
）

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
業
者
の
説
明

に
ウ
ソ
が
あ
っ
た
と
き
や
、
帰
っ
て
欲
し

い
と
言
っ
た
の
に
帰
っ
て
く
れ
な
い
の
で

仕
方
な
く
契
約
し
た
と
き
は
、
特
定
商
取

引
法
や
消
費
者
契
約
法
で
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
の
書
き
方
、
出
し
方

に
つ
い
て
助
言
し
、
解
決
し
ま
し
た
。�

　
販
売
員
の
勧
誘
は
巧
み
で
、
な
か
な
か

消
費
者
一
人
で
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

事
例
の
よ
う
に
周
囲
の
人
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
し
断
り
切
れ
ず
契

約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で

早
め
に
県
や
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９�

　市では、乳幼児の保健の向上と福祉の増進を図り、子育て家庭の負
担を軽減するために、経済的支援として通院・入院ともに医療費の一
部を助成しています。�
　この制度は、県の補助制度に基づき実施されていますが、市では次
のような制度の拡充を図っています。�
①現物給付（窓口無料化）の実施�
②自己負担金制度の廃止�
③通院等についての支給対象を５歳児まで拡大�
④入院時食事療養費の全額支給�
�
　この制度の過去３年間の支給額などは、次の表のようになります。�

�
�
�
�
�
�
�
　平成１６年４月診療分から上記①～③の制度を導入（④については、
以前から実施）したため、支給額は大幅に増加しました。�
　なお、平成１８年度は、１１月までの支給状況から１億５千万円を超え
る見込みとなっており、助成額は３年で約２倍となっています。�
　このようなことから、乳幼児医療費制度は、子どもたちが成長する
うえで重要なものとなっています。�
　これからも子どもたちの健やかな成長のために、皆さんからお預か
りした税金の有効活用を図っていきます。�
■問子育て支援課�○内２０９�

年度�

１５� ７１，４９３千円� －� ０～４歳�７６，１２１人� ９３９円／人�
１，５４９円／人�
１，７３７円／人�

７６，１３２人�
７７，３０３人�

０～５歳�
０～５歳�

６４．９％増�
１３．９％増�

１１７，９０９千円�
１３４，２６８千円�

１６�
１７�

決算額� 前年度比�対象年齢� 人口�
１人当たりの�
助成額�

　
も
う
す
ぐ
始
ま
る
！�

　
　
　
私
た
ち
が
参
加
す
る
裁
判�

―
裁
判
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
！（
そ
の
2
）―�

　
平
成
２１
年
５
月
ま
で
の
間
に
ス
タ
ー
ト

す
る
「
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
、
前
号

に
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

Ｑ
５
　
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？�

Ａ
５
　
次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

①
裁
判
官
と
一
緒
に
、
刑
事
事
件
の
審
理

に
出
席
し
ま
す
。�

②
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ
と

し
た
ら
、
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を

裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し
、
決
定
し
ま

す
。�

Ｑ
６
　
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？�

Ａ
６
　
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て

辞
退
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
し
出

を
し
て
、
裁
判
所
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
情

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
辞
退
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

①
７０
歳
以
上
の
人�

②
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
（
た
だ

し
、
会
期
中
に
限
り
ま
す
）�

③
学
生
ま
た
は
生
徒�

④
過
去
５
年
以
内
に
裁
判
員
、
検
察
審
査

員
等
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人�

⑤
過
去
１
年
以
内
に
裁
判
員
候
補
者
と
し

て
裁
判
所
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人�

⑥
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
て
、

裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
や
裁
判
所

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人�

（
や
む
を
得
な
い
理
由
と
は
、
例
え
ば
）�

●
重
い
病
気･

け
が�

●
同
居
の
親
族
の
介
護･

養
育�

●
事
業
に
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お
そ

　
れ
が
あ
る
こ
と�

●
父
母
の
葬
式
等�

Ｑ
７
　
裁
判
員
に
は
日
当
や
交
通
費
は

支
払
わ
れ
る
の
で
す
か
？�

Ａ
７
　
支
払
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
金

額
に
つ
い
て
は
、
今
後
決
ま
り
ま
す
。�

Ｑ
８
　
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所

か
ら
呼
ば
れ
る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
な

の
で
す
か
？�

Ａ
８
　
平
成
１６
年
の
裁
判
員
制
度
の
対

象
と
な
る
事
件
は
、
３
３
０
８
件
で
し
た
。

日
本
全
国
の
選
挙
権
を
も
っ
て
い
る
人
の

数
が
約
１
億
２
８
７
万
人
（
平
成
１６
年
９

月
現
在
）
で
す
の
で
、
仮
に
１
事
件
に
つ

き
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
５０
人
か
ら
１
０

０
人
が
呼
ば
れ
る
と
す
る
と
、
１
年
間
で

約
３
１
０
人
か
ら
６
２
０
人
に
１
人
が
裁

裁
判
員
候
補
者
と
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

■問
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

�
０４８
・
８６３
・
４
１
１
１
○内
２
０
３
２�

「
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」
を�

目
指
す
小
中
一
貫
教
育�

第２回八潮市環境推進大会�

第１５回やしお市民まつり�

さ
ん 
ゆ
う 
て
い 

え
ん 

ゆ
う�

ま
ど
か�

た
ち
ば
な�

の�

ご�み�

か
ん�

ぜ
ん�

い
け�

だ�

し
ょ�

て
ん�

へ
ん�

ぶ�

だ
ん�

か�

ぐ�

い
し�

に�ご�

み�

た�

ろ
う�

は
ん�

ざ
い�

み�

ま
も�

く
に�

け
ー�

さ
い�

た
か�

な�

お�

ば
た
け�

と
う�

ひ
ろ
し�

ざ
き�

の
ぶ�

え�

え�

じ�

て
ん�

き�

ひ
で�

ゆ
き�

ぼ
く�

ぼ
く�

せ
ん�

せ
い�

く
ら�

し
ゅ
う�

せ
ん�

み
が�

し
ゃ�

い
ん�

き
ょ�

に
ん�

ぽ
う�

も
う�

た
か�

は
し�

よ
し�

お�

じ
ゃ�

か
ね�


